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地域を支え
人に寄り添い
人生を応援する

お問い合わせ：
むすびプロジェクト 井上恵美子（千葉みなとリハビリテーション病院）
QRコードからmailにてお問い合わせ、ご意見をお聞かせください

血糖値を
安定させる
食べ方・工夫

飛び立とう！プロジェクト通信
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令和8年6月２０日
列島会・あきの会・ゆとり
「福祉と医療の連携を考える会」参加
「心の交流会」活動報告予定

「

猫背

● LINE NEWS ※３・４月配信

● むすびの活動now

● 編集後記

はじめまして。蒲田リハビリテーション病
院看護師の橋本です。むすびのメンバーにな
り4月で５ヶ月が経ちました。
当初は戸惑うこともありましたが、稲川先生
をはじめメンバーの皆さんの優しさや温かい
想いに触れ、大人になっても学びや成長があ
ることを実感しています。日々の関わりの中
で悩んだり、困ったりしていることに、少し
でも力になれるよう取り組んでいきたいと思
います。

第２４回関東KG学術大会にて、むすびプロ
ジェクト発足当時から参考とさせていただいてい
る社会福祉法人「あきの会」の中村理事長、
NPO法人「列島会」の作業療法士の老川さんに
ご登壇いただき、それぞれの取り組みについてお
話いただきました。今回の学術テーマは「生活
期」。障害を持ちながらも、その人らしく生活し
社会とつながるための支援を実践されているお二
人のお話は、穏やかな語り口の中にも熱い思いが
込められており、とても心に響くものでした。

さまざまな人がいる中で、どうすれば共に生き
ていくことができるのか。一人一人と真摯に向き
合いながら支援を続けておられる姿に、多くの学
びをいただきました。３０分という短い発表でし
たが、人生観、仕事観について改めて考えさせら
れる貴重な時間となりました。

少しずつ広がってきた「むすび」の取り組みで
すが、今回の発表を力にしてさらに具体的な支援
へと繋げていきたいと思います。

【あきの会、列島会】とは
九州を拠点に活動している法人です。

障害児医療生活支援から就労継続支援
A型、B型事業を通じて、清掃・厨房
業務・パンや菓子の製造、販売など多
様な仕事の機会を提供し、障害のある
方や高齢者が安心して生活できる地域
つくりに取り組まれています

関東KG学術大会で「むすびの発表」を行いました
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令和8年度 時期未定
第７回むすびプロジェクト研修会開催予定

第１会場の講演風景

列島会中村理事長・列島会老川さん、境さんと
むすびプロジェクトメンバー
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